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プレステージ・インターナショナルグループ独自の
「3つの強み」で、お客様の日常のお困りごとを解決します。

3つの強み

「人にしかできない」ことを
「人が解決に導く」ことで、
感動を与えるサービスを目指す。

BPO
トラブルに遭われたお客様とのファーストコンタクトとなるBPO拠点では、
お客様のお困りごとを解決に導くため、情報を吸い上げる大切な役割を
担っています。お客様に寄り添うことを心がけ、高品質なサービスをご提
供しています。当社ではBPO拠点を地方展開することで、雇用創出等を
通し、地域活性化への貢献に努めています。

全国に展開しているネットワークの他、フィールド部隊を専門子会社化し
ていることも当社の強みの一つです。フィールド子会社は全国の主要都市
に拠点を置き、コンタクトセンターからの連絡を受け、お客様のもとに少し
でも早く駆け付ける仕組みを導入しています。当社ならではのサービス価
値の向上に努め、お客様からのロイヤリティを高めることで、感動を与え
るサービスをご提供しています。

FIELD

BPO拠点のコンタクトセンター業務を支えるシステムや、お客様が直接
フィールドスタッフを呼ぶことができるアプリの開発等を行っています。
24時間365日止めることなく運用しており、クライアントやお客様に対し、
安定したサービスのご提供を実現しています。
お客様の万が一のトラブル発生時には、全国のフィールドスタッフに配備
したモバイルシステムとリアルタイムに連携し、いち早くお客様のSOSを
受信可能にするなど、IT技術でPI独自のサービスを支えています。

IT

PROFILE プロフィール

クライアントのお客様

FIELD

IT

BPO
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2018/3 2019/3 2021/3（計画）

ROE 13.1% 12.7% 15%

ROA 9.1% 8.7% 10%

総配当
還元性向 26.0% 26.1% 30%

HOP3 for Next

KPI

中 期 経 営 計 画 の 進 捗 に つ い て

　当社グループは2018年6月に、2019年3月期～2021

年3月期の3年間の指針となる中期経営計画「HOP3」を

発表しました。4つの基本戦略である「継続的・安定的な成

長」、「プレステージ・インターナショナルでしかできないサービ

スの創造」、「地方都市での雇用の創造・継続」、「女性の

雇用機会の創出」をベースとし、大テーマである「ビジネス・

人財・地方創生」のリテンションを掲げ、持続的な成長を追

求していく方針です。

　これを実現するために、PIの強みであるBPO（コンタクト

センター）、FIELD（現場対応）、ITにおいて、事業フィールドの

拡充を推進してまいりました。ESGの取り組みも強化し、昨年

より発足した女性活躍推進プロジェクトのもと、イベントや女

性が働きやすい職場環境づくり等を通し、女性の活躍を後押

ししております。地方創生につきましては、BPO拠点のある自

治体及び地元の学校や企業との共同プロジェクトの実施等、

地域に根差した企業を目指し、様々な取り組みを行っておりま

す。またPREMIER Assistにおいては、自転車による現場駆

け付けサービスを開始する等、環境にもやさしいサービスの提

供が可能となりました。

　今後もマーケットの変化を見据え、サービスメニューの拡充

や、AIやIoTを活用した新しいビジネスモデルによって、エンド

ユーザーの満足度向上を図るとともに「人にしかできない」

サービスの追求に努めます。
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数値目標と実績
売上高については、2014年以降6年連続で成長しており、順調に推移しております。
営業利益に関しては、2ケタの成長目標を維持しておりますが、生産性向上のための
業務の効率化や、PREMIER Assistによるネットワーク強化に取り組んでまいります。
ROE及びROAに関しては、資産効率化を高める施策を、総配当還元性向について
は、適切な設備投資を行いつつも積極的な株主還元策を講じてまいります。
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　当第2四半期の連結売上高に関しましては、ロードアシスト事業、プロパティアシスト事業、ワランティ事業等の
主要事業が堅調に成長し、20,688百万円（前年同期比15.6％増）となりました。営業利益に関しましては、ロー
ドアシスト事業、ワランティ事業の収益性が向上し、グループ全体としては2,417百万円（前年同期比20.7％増）
となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は特別損失として事業撤退損150百万円を計上する等赤
字決算となった連結子会社の影響を受け、1,340百万円（前年同期比7.8％減）となりました。
　中期経営計画に基づき、「継続的・安定的な成長」「プレステージ・インターナショナルでしか実現のできない
サービスの創造」等を骨子とし、ビジネス、人財、地方創生の各分野のリテンション（囲い込み）を実現する取り組み
を実施しております。
　戦略的重要施策である現場対応グループ会社の拡充・強化につきましては、フランチャイズ参加企業への取り
組みを継続しております。加えて、現場対応の最新技術を習得することを目的に富山に総合研修センターの建設
を計画し、準備を進めております。
　ESGへの取り組みも強化し、女性活躍、健康経営をテーマに時間単位有給制度の導入やBPO拠点でのカ
フェメニューの刷新等を実施いたしました。
　今後も地域での積極的な職場環境作りを行い、プレステージ・インターナショナルでしか実現できないサービス
に取り組んでまいります。

当期のポイント
　秋田・山形・富山の3拠点に加え、2019年4月に秋田BPO横手キャンパス（500席）が開設いたしました。7月
には当社初進出となる新潟県において魚沼市でのオフィス開設を発表し、将来的には250席での稼働を目指し
ます。また、現在フルキャパシティとなっている山形BPOガーデンにおいては、2020年度に山形第2BPOセンター
（仮称）（500席）を、2021年度には現在2か所にあるにかほブランチを統合したセンター（500席）の開設を予定
しております。クライアント企業からの需要にお応えすべく、当社としてもより一層受注能力を伸ばし、地方拠点の
相互連携やバックアップ体制、安定した高品質のサービス提供といった強みを活かし、成長を続けてまいります。
　PREMIER Assistによるフィールド（現場対応）手配件数は安定して増加を続けております。成長ドライバー
であるロードアシストにつきましては、さらなる対応案件拡大が見込まれており、グループ会社の拡充に加え地方
都市でのフランチャイズ化にも注力し、ブランディング強化を加速します。
　当社のビジネスにおいて、人財は最も貴重な財産です。一般的に首都圏で展開しているコールセンターは離
職率が高いといわれている一方、当社は地方でBPO展開を行い、離職率が低いことが特徴です。従業員が健
康で元気に働くことができるよう「プレステージ・インターナショナルグループ健康宣言」のもと、今後は様々な取
り組みを展開し、これからも全社一体となって「人でしかできない」サービスの提供に努めます。
　人財に関しては、人手不足による雇用状況が厳しい中、BPO拠点での積極的な採用活動や、時間単位有
給制度の導入等による働きやすい職場環境づくりといった退職率抑制施策の実施を行っております。
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当期のポイント

当社連結子会社である株式会社プレミアアシストの現場対応の
PREMIER Assistによる、それぞれの事業の略称となります。
PR…ロードアシスト PH…ホームアシスト PP…パークアシスト
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営業損失

売上高

売上高

45.6
%

12.2
%

15.8
%

・ 損害保険会社向けサービスの堅調と自動車メーカー向けサービスの高
い需要を取り込んだことにより、増収

・ オペレーションと現場対応グループ会社の安定的な稼働により、増益

・ 家賃保証プログラム及び自動車延長保証が堅調に推移し、増収

・ 家賃保証プログラムの収益が回復し、増益

・ 不動産向けサービス（ホームアシスト）の堅調な成長により、増収

・ 新センターの稼働に向けた採用・教育費用の発生、基幹システム稼働
等の先行コストが発生し、減益

・ 既存受託業務の堅調により、増収

・ 前期課題であったプログラムの課題解消により、増益

・ 海外駐在員向けサービス（ヘルスケア・プログラム）の新規クライアント獲
得及び会員数の堅調な増加により、増収

・ サービス価値向上を目的としたシステム投資による先行コスト及び海外
旅行保険の取り扱いが一部減少したため、減益

決算のポイント

決算のポイント

決算のポイント

決算のポイント

決算のポイント

94億29百万円

25億26百万円

前年同期比
27.6%増

前年同期比
11.9%増

前年同期比
54.7%増

前年同期比
46.7%増

売上高

売上高

11億45百万円

5億54百万円

営業利益

営業利益

2億92百万円

3億47百万円

△2億21百万円

70百万円

売上高構成比

売上高構成比 売上高構成比

営業利益

1.7
%

1.4
%

売上高構成比

売上高構成比

写真：アフロ

ロードアシスト事業 プロパティアシスト事業 インシュアランスB P O事業

ワランティ事業 カスタマーサポート事業 I Tソリューション事業

派遣・その他事業

26億27百万円 前年同期比
10.0%増

前年同期比
18.7%減

売上高

2億45百万円営業利益

32億78百万円 前年同期比
2.6%増

前年同期比
11.7%増

売上高

3億98百万円営業利益

前年同期比
35.8%増

前年同期比
168.5%増

前年同期比
26.3%減

前年同期比
377.2%減

21億87百万円 前年同期比
8.6%増

前年同期比
8.4%減

売上高

2億25百万円営業利益

12.7
%

10.6
%

売上高構成比 売上高構成比

Review of Operations 事業概況
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Interview 対談

海外投資家が注目する企業の
長期成長戦略
取締役会の多様性をはかる

林　米国のファンド運用会社ダルトンの日本代表として、投
資先であるプレステージ・インターナショナルの社外取締役に

就任して4期目です。経営側と株主は対立するものと捉えられ

がちで、経営側からすれば少数株主への警戒感もありますが、

本来、経営側と株主は同じ目的を共有する存在です。私が少

数株主の立場で取締役会に参加することにより、取締役会

の多様性を実現させていきたいと思います。

玉上　経営側と株主には企業価値を向上させるという共通
のゴールがあります。企業が社会の発展に寄与する存在で

あり続けるのと同時に、お客様、株主、従業員も含めた幅広

いステークホルダーと共に成長するためには、常にオープン

な議論が必要です。だからこそ、林さんのような客観的な立

場の方が取締役会に加わることで、経営にとって新しい発

見につながります。しかも林さんは当社に投資している立場

ですから、投資家目線のアドバイスもいただけます。より良い

経営を行うためにも、多方面からいただく意見を大切にして

います。

林　企業が新たなチャレンジをするかどうかを判断する場合、
取締役会ではどうしても不測の事態が起きた際に生じるリス

クばかりに議論を集中させてしまいがちですが、企業の成長に

とって大事なのは健全なリスクテイクが行われているかどうか

です。取締役会に参加する時は、常にそういう視点を持って

発言内容を注視しています。

玉上　新しい事業を行う場合、リスクがあることを承知のうえ
で、投資するだけの価値があるのかどうか、収益にどこまで貢

献するのかなどを多面的に考えなければなりません。取締役

会は合意形成の場であり、単純に各議題について賛成・反対

を決めるというよりも、最終的には全員が賛成するところまで

持っていくことが大事です。皆、会社のためを思って議論を尽

くしていますし、その最終的な最高決定機関として取締役会

があるわけですから、できるだけ全員賛成という形で合意形成

を整えるのが基本スタンスです。 代表取締役 
玉上 進一

玉上 進一
代表取締役

林 史朗
社外取締役

““
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林　そういう性質があるので、取締役会は一応2時間と決め

ているのですが、3時間以上に及ぶこともあります。

玉上　大事なのはお互いに議題を理解することですから、時
間をかけてでも相互理解を深めたいと考えています。

長期投資家の視点

林　ダルトンは米国の投資会社で、5年、10年という長い時

間軸の中で成長する可能性のある企業に選別投資します。

そのため投資先となる企業には、他社が追随できない強いビ

ジネスを持っていることに加え、経営者が強いオーナーシップ

を発揮し、会社の全容を把握しながら、強いパッションを持って

ビジネスの拡大を推し進めているかどうかを見ています。

玉上　当社に投資してくださっている投資家の約40％は海

外の機関投資家になるわけですが、そういう投資家の皆様が

当社の将来性に期待し、決して小さくないポーションで投資し

てくださっていることが、プレステージ・インターナショナルの企

業価値向上につながっています。今後も様々な機会を捉えて、

海外投資家をはじめとする機関投資家と継続的にコミュニ

ケーションをとっていく所存ですし、それによって企業価値が

安定・向上すれば、個人投資家の期待にも報いることになる

と思います。

地方の女性雇用を通じて社会課題を解決

林　少々厳しい言い方になりますが、日本の経済は今後、何
も手を打たなければシュリンクしていく一方です。長期的に

人口が減少傾向をたどっていくのは自明ですから、経済規模

も縮小せざるを得ません。したがって投資家の立場としては、

株価のバリュエーションだけで投資先を選ぶことはできま

せん。大事なのは事業を成長させるためのドライバーを持っ

ているかどうかです。具体的には海外での事業比率を高める

のもひとつですし、プレステージ・インターナショナルのように

内需が縮小する中でも需要がある事業を展開するという手

もあります。

玉上　私どもの仕事は、最終消費者が直面しがちな問題を
解決するためのサービスを創造し、BPOという仕組みを用い

て提携先企業から対価をいただきます。たとえAIが広がっても、

人々が消費活動を行う限りどこかに必ず問題は生じます。超

高齢社会となった日本では高齢者を中心に求められるサービ

スの質も変わりますから、常に時代の変化に目線を置いた

サービス開発を心がけています。それとともに、日本が抱えて

いる社会課題を解決するため、当社は地方で雇用を創出しま

す。すでに秋田、山形、富山にBPO拠点を開設し、高齢化に

よる労働力減少への解決策として地方の方々、特に女性の

雇用を促進しています。具体的には土日も開いている保育園

をつくり、カフェを充実させるなど、女性が働きやすい環境を整

えました。

林　なかなか直感的には分かりにくいのですが、地方で女性
を積極的に雇用することが強みになっていますね。

玉上　そうですね。地方採用を増やした結果、社員の定着率
が飛躍的に高まり、質の高いサービスが提供できるようになり

ました。業務を通じて日本が抱えている社会課題を解決しなが

ら、自らも成長し続けることを目指しています。社外取締役
林 史朗
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　プレステージ・インターナショナルグループは、全従業員のう

ち、女性の割合が74％を占めております。

　そこで、女性が働きやすい環境を整えるため「女性が活躍

できる職場環境の実現」と題して、女性活躍推進プロジェクト

を昨年発足いたしました。

　このプロジェクトでは、女性が活躍するとはどういうことか、

何が阻害要因となっているのかを明らかにし、ライフステージ

に関わらず、誰もが活躍できる職場環境にするための具体的

な施策に取り組んでおります。

 『働く女性に自信を。』というコンセプトで、女性がより健康的
で美しく活躍できる社会を目指し、2回目の「ゼロニィ ビュー
ティー･DAY」を開催いたしました。今後も地元密着の企業と
して、県民の皆様全員に知ってもらえるよう、様々なイベントを
開催していきたいと考えております。

山形BPOガーデンの人財や施設を活用し就業中の従業員
の代わりにお子様を安全に預かり、従業員の就業とお子様
の教育を支援する取り組みをトライアルで実施いたしました。
次回の運営について工夫を重ね、安心してお子様をお預け
いただくような環境づくりに取り組んでまいります。

全拠点で時間単位有給休暇制度を導入いたしました。1時
間単位で有休を取得できるようにすることで多様な働き方に
対応でき、所要時間に合わせて有給を取得できることで稼働
時間の増加を狙います。2019年6月より開始し、これまでの
データを取りまとめました。

富山BPOプロジェクトメンバー 山形BPOプロジェクトメンバー

平均使用時間帯 平均使用理由

秋田BPOプロジェクトメンバー

1ゼロニィ ビューティー・DAY開催
 ＠富山BPO 2プレミアスクール開催

 ＠山形BPO 3時間単位有給休暇制度導入
 ＠富山・秋田・山形BPO

　その人にしかない知識、スキル、仕事への情熱があっても、女性は仕事以外に「お母さん」「奥
さん」「娘」等のそれぞれの役割を果たさなければいけません。
　女性活躍推進プロジェクトでは、女性管理者比率を30％から50%へ引き上げることを3年目標
として掲げていますが、女性のライフスタイルに寄り添い、人事制度や人材育成方法等の見直し
を行い達成いたします。
　女性活躍推進プロジェクトは女性が自分の強みを発揮したいと思える環境を構築し、頑張ってい
る女性を応援するサポーターでありたいと思っております。

Feature女性活躍特集1

女性活躍推進プロジェクト  頑張る女性のサポーター
Message

頑張る女性の応援

女性活躍推進プロジェクト担当役員
渡部真由美取締役

17：00
～18：00
24.4％

16：00
～17：00
17.2％

15：00～16：00
14.7％

9：00
～10：00
10.1％

その他
33.6％ 通院（自分） 25.5％

通院・看病・付き添い
（家族） 17.7％

学校関係
（行事・PTA・部活など） 15.8％

家族都合・家庭の事情
（家族に関わる用事） 13.0％

その他 28.0％
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Feature
環境負荷の少ない“e-Bike”
での駆けつけサービスを提供開始
　ロードアシスト・ホームアシスト・パークアシストの現場対応を行う「PREMIER Assist」を展開する株式会社プレミ

アアシストは、自動車、保険、不動産の各フィールドで独自のノウハウを有し、「人に対するケアサービス」を第一に

サービスを提供しております。

　今回、ロードアシストの分野において、自転車による駆けつけサービスの提供を開始しました。東京都において先

行導入を開始し、エリアの拡大を図るとともに、生活の中でのお困りごとを迅速に解決するために、ロードアシストの

みならず、今後も満足度向上と高品質なサービス提供を目指してまいります。

1環境にやさしい
自転車はCO2を排出しないエコな乗り物のため、環境に配慮した駆けつけを実現します。自転車
通勤に変えた場合の例ですが、自転車はCO2の排出量がゼロなので、単純に考えてみても1日
30kmの往復に車を使っていた人が自転車に変えると、約50ｔのCO2削減につながります。化石
燃料の消費量も減り、環境保全に大きく貢献できるといえます。

2幅広い人財の活用
ロードサービスは需要がある一方で、就労人口の減少による人財不足と若者の大型バイク免許
取得者の減少によりエリアの拡大が難しくなってきています。免許が不要の身近な自転車を活用
することで、若い人財の雇用が可能となり、サービス提供エリアの拡大につなげることができます。

3より機動的なサービスを提供
都心部や住宅街などの狭小な道の多くは、バイク以上に小回りの利く自転車を導入することによ
り、更に多くのトラブル解決が可能です。
バイクで駆けつける場合、30分で約10kmの移動が可能です。ロードサービスとしては、レッカー
車、バイク問わず、サービス品質を保つため30分でトラブル現場到着を目指しており、自転車の場
合でも30分で約7kmの移動が可能と予測しております。

トレーラー + e-Bike

で、バイク隊と同様
の現場対応が可能

自転車導入による3つのメリット

P R E M I E R  A s s i s t特集2
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Information操業開始予定 2021年3月

座席数 500席

所在地 山形県酒田市

投資額 約20億円

Feature
地域に根差す企業として地域振興に貢献していきます

地域創生

コンセプト　山形第１BPOと山形第2BPOを「つなぐ」。新しい第２BPO拠点は橋のように新しい場所へ行く入り口と

なるアーチであり、虹のように美しい光が人々に希望を与えるアーチです。ヒトとヒト、社員と社会、会社と地域をつなぐ「架

け橋」となって、より一層社会に開かれた施設として新しく展開致します。

　プレステージ・インターナショナルでは地域に根差す企業として

BPO拠点を中心に様々な取り組みを行っています。山形では、

昨年度締結した山形県立酒田光陵高校との協定※1をもとに、

今年度はより地域との関わりを深く実感できる内容で、デュア

ルシステム※2の取り組みを継続しました。また、地域が抱える

インバウンド観光における課題を解決するため、酒田港に寄港

する外国船籍クルーズ客船のお客様の対応を実施しました。

これら産学官が連携した取り組みを山形BPOガーデンが継続

して行うことで、地方創生の取り組みに貢献してまいります。

山形（酒田）教育支援
生徒が仮想企業を設立し、お客様のお困りごとの解決策とオペレーション方法

を自ら考案するカリキュラムや、客船の乗客をターゲットにした日本文化体験・

道案内などの“おもてなし”プログラムを、山形ＢＰＯの人財や施設を活用して企

画段階からサポートしております。

山形（酒田）地方創生プロジェクト
酒田市の中心商店街活性化を目的としたプロジェクトです。大型豪華客船の

乗客への観光案内、商店街や酒田市と連携したキャッシュレス決済の環境整

備と窓口業務を行い、日本文化体験の特設ブース出展を実施しました。

セキュリティフリーエリアのカフェテリアには山形県産の木材など、地場産の

マテリアルを取り入れており、地元の優秀な人財の働く場となるBPO拠点

の思想に相応しく、自然素材を使うことで、心と体にやさしい環境をつくりま

す。また、地域の人が集まるきっかけになるような、お子様と一緒に参加でき

る市民参加型のワークショップやイベント等をカフェテリアや中庭で開催し、

親しみを持ってもらえる空間を目指します。

山形第2BPOセンター（仮称） 2021年3月操業開始予定

特集3

※1 企業と高校の教育に係る交流・連携を通じて、高校生の視野を広げ、進路に対する意識や
学習意欲を高めるとともに、若者の地元定着及び回帰に向けた地元志向のキャリア教育
を推進することを目的とした協定

※2 職場体験と授業を組み合わせた教育プログラム。学校教育と企業実習を同時に行う。

地域貢献活動

地域の素材を使った心と体にやさしいインテリア

茶道の体験をする外国人観光客 酒田港に寄港した
「MSCスプレンディダ」

荘内日報社提供

酒田市中心商店街での
キャッシュレス決済対応窓口

オペレーション大会

完成イメージ カフェテリアイメージ
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開 業 2019年10月1日

面 積 延床面積
377.62m2

定 員 42名

開 業 2019年10月1日

面 積 延床面積
367.278m2

定 員 42名

地域の女性の活躍をサポートする保育園「オランジェリー」 地域と共に成長する女子スポーツチーム

今年4月に開設した秋田BPO横手キャンパス内にも従
業員の育児と仕事の両立をサポートすべく、「オランジェ
リー横手保育園」を新規に開設いたしました。

オランジェリー
横手保育園

山形BPOガーデンでは、定員以上の入園のご希望やさら
なる地域のお子様のお預かりができるように、就学前の5歳
までを対象とする「オランジェリー山形第2保育園」を開設
いたしました。

少しずつ環境に慣れ、泣いていた子が今日は笑った！抱っこされ
ていた子が広いホールで遊べるようになった！嬉しい成長がたく
さんの山形第２保育園です。

オープンして間もないですが、明るく賑やかな保育園になってきま
した。少しずつ信頼関係を築きながら、子どもたちと一緒に元気
いっぱい過ごしています。

入園当初は心配でしたが、先生方に沢山遊んでいただいたおか
げで息子はすぐに慣れ毎日楽しく登園しています。私も安心して
復職できました。

オランジェリー
山形第2保育園

　山形バレーボールチームでは、チーム設立以降、青少

年育成の観点から地域の小学生に向けた食育活動を進

めてまいりました。今年度は過去最高数の依頼をいただき、

最終的に7回の食育活動を実施しました。活動において

は、楽しみながら食に関する知識を深めてもらうとともに、

体を動かすことの楽しさ、競技のおもしろさを伝えることを

意識した内容を組み込んでいます。今後も、更に活動の

輪を広げ、地域のチームへと成長してまいります。

最 新 情 報

バレーボールチーム

山形県内各地の小学校で食育活動を実施

新たに2つの保育園「オランジェリー」が開設 「地域を元気にしたい」「女性の活躍を応援したい」という想いから、
地域に親しみのある競技で女子スポーツチームを設立しました。

2019-20 V.LEAGUE DIVISION2が2019/11/9（土）より開幕しました。今年度より加入となった5名を
新戦力として、昨年度のレギュラーラウンド4位（10チーム中） / ファイナルステージ4位（6チーム中）という結
果を超え、1つでも多くの勝利を掴むべく、戦ってまいります。

今後の活動

2018年度より地域リーグへ参戦中。バス
ケットボール女子日本リーグへの加盟、W
リーグ参戦を目指します。

秋田女子バスケットボール
設立年度  2015年

2018年度のリーグ改革により、V・チャレン
ジリーグⅡからV.LEAGUE DIVISION2
（V2）リーグへの参戦となる。V1リーグへの
昇格を目指します。

山形女子バレーボール
設立年度  2015年

2017年度より日本ハンドボールリーグへ
参戦中。上位4チームにより行われるプ
レーオフ進出を目指します。

富山女子ハンドボール
設立年度  2016年

対象年齢 0歳～5歳

運営時間 7:30～21:30
（20:30以降延長）

対象年齢 0歳～5歳

運営時間 7:00～21:00
（20:00以降延長）

現場の声 現場の声

広い施設なので体をいっぱい動かして遊ぶことができ、離乳食も
おやつも手作りで提供してくれるのでとても嬉しく思っています！！

利用者の声 利用者の声

新 設 新 設
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会社名 株式会社プレステージ・インターナショナル
 Prestige International Inc.
設　立 1986年10月
資本金 14億9,131万円
本社所在地 〒102-0083 東京都千代田区麹町二丁目4番地1
事業内容 ビジネス・プロセス・アウトソーシング
従業員数 3,899名（連結）
拠　点 世界18カ国21拠点
U R L  http://www.prestigein.com/

 会社概要（2019年9月30日現在）

代表取締役 玉上　進一
取締役 関根　浩
取締役（常勤） 渡部　真由美
取締役（社外） 林　史朗
取締役（社外） 岩瀬　香奈子
監査役（常勤） 一條　和幸
監査役（常勤） 石野　豊
監査役（社外） 神門　いづみ
監査役（社外） 原　勝彦

 会社役員（2019年10月31日現在）

ご注意
1．株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手
続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関
（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されて
いる証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（みず
ほ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまして
は、みずほ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、み
ずほ信託銀行にお問い合わせください。

3．未受領の配当金につきましては、みずほ信託銀行でお支払いい
たします。

証券会社に
口座をお持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先

お取引の
証券会社に
なります。

〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4

電話お問い合わせ先 0120-288-324（フリーダイヤル）

お取扱店 みずほ信託銀行株式会社本店及び全国各支店
みずほ証券株式会社本店及び全国各支店

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
上記基準日 3月31日
 その他臨時に必要がある場合には、
 あらかじめ公告いたします。

配当金受領 期末配当　3月31日
株主確定日 中間配当　9月30日
株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社
 諸手続きに関しましては、みずほ信託銀行株式会社の
 ホームページをご参照の上、行っていただきますよう
 お願いいたします。

同連絡先 みずほ信託銀行株式会社
 証券代行部
 〒168-8507
 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
 0120-288-324（フリーダイヤル）
 （ご利用時間 9:00～17:00 土・日・休日を除く）
公告掲載方法 電子公告

 株主メモ

発行可能株式総数  213,504,000株
発行済株式総数  63,988,500株
株主数  3,397名

 株式の状況（2019年9月30日現在）

株主名 持株数（株） 持株比率（%）
株式会社タマガミインターナショナル 16,924,400 26.45
ゴールドマン・サックス・アンド・
カンパニー レギュラー アカウント
（常任代理人 ゴールドマン・サックス証券株式会社）

9,086,386 14.20

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口） 5,361,000 8.38

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口） 3,844,800 6.01

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT
（常任代理人 香港上海銀行東京支店 カストディ
業務部）

1,976,867 3.09

玉上　進一 1,733,700 2.71
ジェーピー モルガン バンク
ルクセンブルグ エスエイ 380578
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部）

1,038,800 1.62

ザ バンク オブ ニューヨーク― ジャスディック 
トリーティー アカウント
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部）

989,200 1.55

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505103
（常任代理人 香港上海銀行東京支店 カストディ
業務部）

932,703 1.46

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口5） 717,700 1.12

 所有者別株式分布状況
金融機関：
135,472単元（21.17%）

金融商品取引業者：
3,026単元（0.47%）

その他の法人：
173,246単元（27.08%）

外国法人等：
267,053単元（41.74%）

個人・その他：
61,053単元（9.54%）

 ネットワーク（2019年9月30日現在）

大株主の状況

株式会社プレステージ・コアソリューション
株式会社プレステージ・グローバルソリューション
株式会社プレステージ・ヒューマンソリューション
タイム・コマース株式会社
株式会社プレミアアシスト
株式会社プレミアアシスト・ネットワーク
株式会社プレミアライフ
株式会社イントラスト
株式会社プレミアIT＆プロセスマネジメント
株式会社プレミア・クロスバリュー
株式会社プレミアロータス・ネットワーク
株式会社プレミア・ケア
株式会社プレミアビジネステクノロジー
株式会社AppGT
株式会社プレミア・エイド
株式会社プレミア・インシュアランスパートナーズ
株式会社プレミア・インシュアランスソリューションズ

国内
Prestige International USA, Inc.
Prestige International U.K. Ltd.
PRESTIGE INTERNACIONAL
DO BRASIL LTDA.
PRESTIGE INTERNACIONAL 
MÉXICO LTDA

米州・欧州
Prestige International (S) Pte Ltd.
P.I. PHILIPPINES, INC.
JAPANESE HELP DESK INC.
PRESTIGE INTERNATIONAL CHINA CO., LTD.
PRESTIGE INTERNATIONAL
 (THAILAND) CO., LTD.
Prestige International (HK) Co., Limited
Prestige International (Taiwan) Co., 
Limited
PRESTIGE INTERNATIONAL
AUSTRALIA PTY LTD.
P.I. PRESTIGE INTERNATIONAL INDIA
 PRIVATE LIMITED
JHD MED-AID INC.
P.I. PRESTIGE INTERNATIONAL
 (CAMBODIA) CO., LTD
P.I. Myanmar Pte Limited

アジア・オセアニア

グループ会社

株式会社プライムアシスタンス
（SOMPOホールディングス株式会社
とのジョイントベンチャー）
株式会社ファースト リビング アシスタンス
（野村不動産ホールディングス株式会社
とのジョイントベンチャー）

関連会社

Corporate Information 会社情報

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
　（株式会社 a2mediaについての詳細https://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしに
これ以外の目的に使用することはありません。

アンケートのお問い合わせ「e - 株主リサーチ事務局」

TEL： 03-6779-9487（平日／10：00～17：30）
MAIL ： info@e-kabunushi.com

株主のみなさまの声をお聞かせください 下記URLにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示されるアンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主のみなさまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いい
たします。
● アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード : 4290 検索いいかぶ

空メールにより
URL自動返信

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

携帯電話からも
アクセスできます

QRコード読み取り機能のついた携帯電話をお使いの方は、
右のQRコードからもアクセスできます。
QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

●法人　●支店・駐在所


